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寛：血液由来エフェクター細胞を用いた肺アスペルギルス症新規治療法の開発. 日本感染症学会総会・学術講演

会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 97回・71回: 95, 2023.

浪江穂高, 高園貴弘, 濱島良介, 中田奈々, 伊藤裕也, 芦澤信之, 平山達朗, 武田和明, 岩永直樹, 田代将人, 柳原克紀,
迎　寛, 泉川公一：A.fumigatusと非結核性抗酸菌の相互作用評価. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学

療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 97回・71回: 94, 2023.

田代　渉, 三原貴之, 佐々木　萌, 島村千陽, 島村莉奈, 鈴木志歩, 吉川万衣子, 長谷川　樹, 榎木裕紀 ,田口和明, 松
元一明, 大毛宏喜, 鈴木広道, 中村　敦, 森　伸晃, 森永芳智, 山岸由佳, 吉澤定子, 柳原克紀, 三鴨廣繁, 國島広之：

Clostridioides difficile感染症に対するfidaxomicin及びvancomycinの有効性・安全性評価 システマティックレ

ビュー&メタ解析. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌 53(1): 26, 2023.

村田美香, 加勢田富士子, 太田賢治, 小佐井康介, 坂本　啓, 柳原克紀, 長谷川寛雄：血液培養から分離された

Staphylococcus aureusの次世代シーケンサーを用いた疫学解析. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 265, 2023.

長谷川寛雄：【症例から学ぶ　疾患と検査値の推移】(2章)血液・造血器疾患　成人T細胞白血病・リンパ腫. 検
査と技術 51(3): 227-232, 2023.

柳原克紀：【呼吸器感染症のアンメットニーズを探る】「気道感染症の抗菌薬適正使用に関する提言」の改訂

ポイント. 呼吸器ジャーナル 71(4): 572-577, 2023.

柳原克紀, 木村由美子：【臨床検査室整備の方向性と課題を問う】臨床検査室に今、何が必要なのか　今日的課

題から考える今後の臨床検査室(特に感染症診療に関わる検査装置)整備の在り方と課題. 新医療 50(2): 64-67,
2023.

赤松紀彦, 柳原克紀：【抗菌薬治療に関連した主な検査とその周辺】主要な耐性菌の検査法　バンコマイシン耐

性腸球菌の検査法. 臨床と微生物 50(増刊): 565-568, 2023.
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久保亮太朗, 岩永直樹, 伊藤裕也, 芦澤信之, 武田和明, 井手昇太郎, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：長崎大

学病院における偏性嫌気性菌血症例の臨床的検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集

会合同学会プログラム・抄録集 97回・71回: 86, 2023.

武田和明, 伊藤裕也, 芦澤信之, 平山達朗, 井手昇太郎, 岩永直樹, 田代将人, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 迎
寛：BACES scoreを用いた肺Mycobacterium avium complex症の予後予測に関する検討. 結核 98(4): 139, 2023.

高園貴弘, 伊藤裕也, 芦澤信之, 平山達朗, 武田和明, 岩永直樹, 田代将人, 細萱直希, 柳原克紀, 泉川公一, 迎　寛：

非結核性抗酸菌とA.fumigatusとの相互作用解析. 結核 98(4): 116, 2023.

藤田あゆみ, 柿内聡志, 花田沙都子, 寺坂陽子, 芦澤信之, 田代将人, 田中健之, 古本朗嗣, 柳原克紀, 泉川公一：血液

培養陽性例に対する早期カルテチェックと成果、今後の課題. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 38回:
298, 2023.

緒方　凌, 芦澤信之, 太田賢治, 花田沙都子, 柿内聡志, 岩永直樹, 藤田あゆみ, 田代将人, 高園貴弘, 田中健之, 寺坂

陽子, 古本朗嗣, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：当院における免疫不全患者28人でのCOVID-19の感染性の解析. 日
本環境感染学会総会プログラム・抄録集 38回: 269, 2023.

中村俊介, 鍬塚　大, 鍬塚さやか, 室田浩之, 賀来敬仁, 柳原克紀：Gram染色で陽性球菌が観察された皮膚軟部組織

感染症の症例における,細菌培養検査で検出された菌種および薬剤感受性についての調査. 西日本皮膚科 85(4):
319, 2023.

城戸貴志, 原　敦子, 坂本憲穂, 加藤丈晴, 渕上麻衣, 山内俊輔, 時任高諄, 奥野大輔, 由良博一, 石本裕士, 今泉芳孝,
尾長谷　靖, 石松祐二, 柳原克紀, 迎　寛：肺リンパ腫のBALFを用いた分子生物学的診断法の確立. 日本呼吸器学

会誌 12(増刊): 222, 2023.

中田奈々, 山本和子, 武田和明, 岩永直樹, 高園貴弘, 石本裕士, 坂本憲穂, 柳原克紀, 迎　寛：喫煙が関節リウマチ

肺の免疫細胞および細菌叢に与える影響についての検討. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 317, 2023.

瀬戸口大地, 武田和明, 伊藤裕也, 芦澤信之, 井出昇太郎, 岩永直樹, 高園貴弘, 石本裕士, 泉川公一, 柳原克紀, 迎
寛：超音波気管支鏡ガイド下生検(EBUS-TBNA)および椎体の腫瘍生検によって診断したメトトレキサート関連

リンパ増殖性疾患(MTX-LPD)の1例. 気管支学 45(3): 234, 2023.

緒方　凌, 武田和明, 伊藤裕也, 芦澤信之, 井手昇太郎, 岩永直樹, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：サルコイ

ドーシスの治療中にMycobacterium genavense感染が判明した1例. 結核 98(4): 147, 2023.

田川隆太, 芦澤信之, 高尾大祐, 伊藤裕也, 武田和明, 井手昇太郎, 岩永直樹, 田代将人, 高園貴弘, 田中健之, 山本和

子, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：難治性結核性髄膜炎に対してイソニアジドとステロイドの髄腔内投与が有効で

あった一例. 結核 98(4): 144, 2023.

平山達朗, 宮崎泰可, 伊藤裕也, 中田奈々, 芦澤信之, 武田和明, 井手昇太郎, 岩永直樹, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克

紀, 槇村浩一, 迎　寛：新規抗真菌薬manogepixに対するCandida aurisの耐性機構の解析. 日本医真菌学会雑誌

64(Suppl.1): 102, 2023.

中野裕一郎, 田代将人, 高園貴弘, 柳原克紀, 迎　寛, 泉川公一：輸入農産物を介して日本へ流入しているアゾール

耐性Aspergillus fumigatusの表現型および病原性の解析. 日本臨床微生物学会雑誌 34(Suppl.1): 342, 2023.

太田賢治, 柳原克紀, 田辺正樹：重点感染症に対する検査体制の整備・備蓄について(感染症危機対応医薬品等の

利用可能性確保に関する研究). 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 146, 2023.
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中原萌衣, 森　沙耶香, 木村由美子, 長谷川寛雄, 柳原克紀：PT・APTT測定におけるドライヘマトロジー法

COAG2Nと全自動血液凝固測定装置の比較検討. 医療検査と自動化 48(4): 371, 2023.

山崎杏香, 山川智弘, 太田賢治, 長谷川寛雄, 柳原克紀：HbA1c実測値と推算値の乖離におけるHbFとAlbが及ぼす

影響について. 医療検査と自動化 48(4): 412, 2023.

臼井哲也, 加勢田富士子, 木村由美子, 長谷川寛雄, 松本武浩, 柳原克紀：地域医療連携ネットワークにおける臨床

検査データの精度管理に向けた取り組み. 医療検査と自動化 48(4): 399, 2023.

村田美香, 加勢田富士子, 木村由美子, 佐々木大介, 太田賢治, 小佐井康介, 長谷川寛雄, 柳原克紀：血液培養から分

離されたMRSAにおけるレボフロキサシン耐性に関する検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 207, 2023.

石原香織, 長谷川寛雄, 木村由美子, 小佐井康介, 加勢田富士子, 太田賢治, 柳原克紀：当院における静脈穿刺後合

併症の対応体制構築について. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 165, 2023.

山崎杏香, 山川智弘, 太田賢治, 長谷川寛雄, 柳原克紀：胸水の生化学的検査所見と胸腔ドレナージ実施の関連性

について. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 262, 2023.

山川智弘, 太田賢治, 大我結菜, 山崎杏香, 長谷川寛雄, 柳原克紀：長崎大学病院における梅毒陽性者の推移. 日本

臨床検査医学会誌 71(補冊): 149, 2023.

村田美香, 加勢田富士子, 太田賢治, 小佐井康介, 坂本　啓, 長谷川寛雄, 栁原克紀：血液培養から分離された

Staphylococcus aureusの次世代シーケンサーを用いた疫学解析. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 221, 2023.

木谷貴嘉, 宮田佳之, 安藝敬生, 白石千秋, 山下和範：脆弱病院のリスト化と令和4年台風14号接近時の安否確認の

実際. Japanese Journal of Disaster Medicine 27(Suppl.2): 256, 2023.

木谷貴嘉, 宮田佳之, 安藝敬生, 白石千秋, 山下和範：長崎大学病院被災状況報告書の認知調査. Japanese Journal of
Disaster Medicine 27(Suppl.2): 275, 2023.

村田美香, 森永芳智, 佐々木大介, 坂本　啓, 小佐井康介, 加勢田富士子, 長谷川寛雄, 栁原克紀：ESBL産生大腸菌

腸管定着に与える糖質の影響. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌 53(1): 24, 2023.

石川貴久, 藏原　涼, 小玉陽菜, 川元康嗣, 赤松紀彦, 木村由美子, 小佐井康介, 柳原克紀：全自動遺伝子解析装置

GENECUBE(モデルC)による抗酸菌遺伝子検出の性能評価. 臨床微生物迅速診断研究会誌 33(1): 64, 2023.

松本慧介, 赤松紀彦, 川元康嗣, 藏原　涼, 石川貴久, 重石ゆうい, 小玉陽菜, 塚本千絵, 木谷貴嘉, 小佐井康介, 柳原

克紀：マイクロ流路型サーマルサイクル技術を利用した「GeneSoC」のMRSA検出性能評価. 臨床微生物迅速診

断研究会誌 33(1): 61, 2023.

石原香織, 長谷川寛雄, 木村由美子, 栁原克紀：医療へ貢献するための当院検査部での ISO 15189関連の取り組み.
電気泳動 67(Suppl): s40, 2023.

小野鮎美, 森　沙耶香, 吉村麻衣, 宮木美咲, 荒木遼太, 井上卓巳, 中原萌衣, 鶴田一人, 長谷川寛雄, 柳原克紀：多項

目自動血球分析装置の体腔液モードが診断に有用であった真菌性髄膜炎の一例. 日本検査血液学会雑誌 24: S166,
2023.

森　沙耶香, 鶴田一人, 山内俊輔, 林田章也, 小野鮎美, 碇　比呂子, 中原萌衣, 舩越康智, 長谷川寛雄, 柳原克紀：化

学療法中早期に単球の増加を認めたCD2陽性前駆B細胞型急性リンパ性白血病(BCP-ALL)の1例. 日本検査血液学

会雑誌 24: S172, 2023.
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木谷貴嘉, 木村由美子, 柳原克紀：多職種連携による当院の災害時の医療対応体制. 日本臨床検査医学会誌 71(補
冊): 214, 2023.

佐々木大介, 村田美香, 太田賢治, 柳原克紀：

ポストコロナにおける検査の展望～新興感染症の対応を含めて～　長崎大学病院における新型コロナウイルス

遺伝子検査のこれまでの経験と今後の展望. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 61, 2023.

松本成良, 佐々木大介, 長谷川寛雄, 小佐井康介, 加勢田富士子, 太田賢治, 柳原克紀：RAISING法によるHTLV-1ク
ロナリティ解析の評価. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 245, 2023.

鶴田一人, 山内俊輔, 吉村麻衣, 森　沙耶香, 長谷川寛雄, 柳原克紀：FCMによる急性骨髄性白血病(AML)解析の進

め方. Cytometry Research 33(Suppl): 56, 2023.

柳原克紀：微生物迅速診断への期待と夢　迅速診断の未来図. 臨床微生物迅速診断研究会誌 33(1): 28, 2023.

赤松紀彦, 小佐井康介, 柳原克紀：呼吸器感染症～MultiPlexPCRの有用性とさらなるエビデンス構築に向けて～

全自動遺伝子検査システムFilmArray『BioFire肺炎パネル』の有用性. 臨床微生物迅速診断研究会誌 33(1): 38,
2023.

小佐井康介, 柳原克紀：薬剤耐性菌-薬剤耐性菌検査と感染症診療への活用-　DOOR MATを用いた抗菌薬適正使

用の評価. 臨床微生物迅速診断研究会誌 33(1): 41, 2023.

太田賢治, 柳原克紀：COVID-19(診断検査と教育)　これからのSARS-CoV-2検査の考え方・用い方. 臨床微生物迅

速診断研究会誌 33(1): 43, 2023.

木村由美子, 柳原克紀：真菌感染症　真菌感染症の検査　携わった経験から考える. 臨床微生物迅速診断研究会

誌 33(1): 46, 2023.

大我結菜, 柳原克紀, 太田賢治, 山川智弘, 長谷川寛雄：尿糖(定性検査)、尿中グルコース(定量)と血中グルコース

濃度との関連性について. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 262, 2023.

林田章也, 加勢田富士子, 木村由美子, 太田賢治, 小佐井康介, 長谷川寛雄, 柳原克紀：IgA型M蛋白の軽鎖同定にお

いてイムノタイピングが有用であった一症例. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 179, 2023.

森　沙耶香, 井上卓巳, 鶴田一人, 木村由美子, 長谷川寛雄, 柳原克紀：ルーチン検査で遭遇するEDTA依存性偽性

血小板減少症への対応. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 268, 2023.

荒木結菜, 川浪のぞみ, 木村由美子, 加勢田富士子, 柳原克紀：肺拡散能(DLco)におけるヘモグロビン補正の必要

性に関する検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 210, 2023.

井上卓巳, 森　沙耶香, 鶴田一人, 吉瀬礼香, 木村由美子, 長谷川寛雄, 柳原克紀：クロスミキシング試験判定法の

有用性の検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 258, 2023.

川浪のぞみ, 木村由美子, 加勢田富士子, 柳原克紀：胆嚢底部による腹壁圧排像が急性胆嚢炎胆嚢緊満感の客観的

評価に有用であった2症例. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 241, 2023.

吉田麻衣子, 加勢田富士子, 長谷川寛雄, 太田賢治, 小佐　康介, 木村由美子, 柳原克紀, 三浦清徳：抗HTLV-1抗体

検査結果と確認検査結果の比較検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 181, 2023.

重石ゆうい, 太田賢治, 川元康嗣, 小佐井康介, 柳原克紀：唾液検体を用いた新型コロナウイルス抗原検査新規

キットの評価. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 267, 2023.
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松本慧介, 川元康嗣, 柳原克紀：遺伝子検査　マイクロ流路型遺伝子定量装置GeneSoCの使用経験. 臨床微生物迅

速診断研究会誌 33(1): 48, 2023.

太田賢治, 柳原克紀：COVID-19と唾液. 臨床微生物迅速診断研究会誌 33(1): 51, 2023.

土門久哲, 平山　悟, 磯野俊仁, 笹川花梨, 滝澤史雄, 前川知樹, 寺尾　豊, 柳原克紀, 木村　征：マクロライド系薬

はマクロライド耐性肺炎球菌の炎症誘導能を減弱させる. Journal of Oral Biosciences Supplement 2023: p2-2-p2-20,
2023.

三浦　柾, 沖　健太朗, 樋口俊惠, 山口麻里, 柳原克紀, 藤原隆行, 井上雅文：川崎病様症状で発症し,CA-MRSAによ

る毒素が判明した中年男性Toxic Shock Syndrome(TSS)の一例. 岡山赤十字病院医学雑誌 34: 86, 2023.

太田賢治, 柳原克紀：インフルエンザuptodate　コロナ時代のインフルエンザの検査・診断. 日本化学療法学会雑

誌 71(2): 205, 2023.

柳原克紀：大規模イベントにおける感染対策のあり方　東京2020オリンピック競技大会の感染対策　検査対応

を中心に. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 205, 2023.

坂本　啓, 柳原克紀：今こそ嫌気性菌!　嫌気性菌　体内のMajority達. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 207-208,
2023.

小佐井康介, 柳原克紀：Host-Pathogen Interactionより考える新しい感染症治療戦略　呼吸器感染症における重

複・二次感染の病態と治療戦略. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 210, 2023.

小佐井康介, 柳原克紀：教訓を糧に実践した多剤耐性菌感染への関わり　COVID-19流行下における薬剤耐性菌

の疫学. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 225-226, 2023.

小佐井康介, 柳原克紀：感染症診断法の最新の知見. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 235, 2023.

太田賢治, 柳原克紀：新型コロナウイルスの遺伝子検査について. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 237, 2023.

村田美香, 小佐井康介, 太田賢治, 坂本　啓, 長谷川寛雄, 柳原克紀：血液培養から分離された緑膿菌における内因

性耐性遺伝子の発現量解析. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 239, 2023.

柳原克紀：呼吸器感染症の検査と診断　遺伝子検査(核酸)の進歩. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 254, 2023.

川元康嗣, 小佐井康介, 赤松紀彦, 柳原克紀：質量分析装置を用いた血液培養ボトルからの薬剤耐性菌直接検出法

の開発. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 257, 2023.

柳原克紀：感染症診断における現状と課題　AIに期待すること. 日本化学療法学会雑誌 71(4): 375, 2023.

柳原克紀：Clostridioides difficile感染症ガイドライン2022改訂を受けて　抗CDI適正使用における検査のあり方.
日本化学療法学会雑誌 71(4): 401-402, 2023.

賀来敬仁：あなたの日常診療を科学にしようAccepted Paper Session-臨床研究の着想から論文acceptまで成功体験

を共有する-　日本におけるMRSA血流感染症の分子疫学的解析. 日本化学療法学会雑誌 71(4): 471-472, 2023.

赤松紀彦, 川元康嗣, 小佐井康介, 柳原克紀：新規高速遺伝子検出機器「GeneSoC」によるMRSA検出の基礎的性

能評価. 日本化学療法学会雑誌 71(4): 519, 2023.
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大坪竜太, 田中　彩, 馬場雅之, 松本　恵, 森田　道, 久芳さやか, 加勢田富士子, 林　洋子, 前田茂人, 矢野　洋, 稲
益英子, 荻谷朗子, 関谷健太, 柳原克紀, 中島正洋, 碇　秀樹, 大野真司, 武井寛幸, 江口　晋, 永安　武：Semi-dry
dot-blot(SDB)法を応用した新規乳癌リンパ節転移診断キットと自動解析機に関する多施設共同臨床性試験. 日本

外科学会定期学術集会抄録集 123回: SF-70-3, 2023.

柳原克紀：【外科医が知っておきたい遺伝子検査の活用法と今後の展望】外科医が知っておきたい遺伝子検査

の活用法と今後の展望. 日本外科感染症学会雑誌 20(1): 41-44, 2023.

芦澤信之, 高園貴弘, 太田賢治, 武田和明, 井手昇太郎, 岩永直樹, 藤田あゆみ, 田代将人, 小佐井康介, 田中健之, 山
本和子, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：表面プラズモン共鳴励起増強蛍光分光(SPFS)技術を用いた,SARS-CoV-2抗
原検査の性能評価. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集

97回・71回 : O-019, 2023.

久保亮太朗, 岩永直樹, 伊藤裕也, 芦澤信之, 武田和明, 井手昇太郎, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：長崎大

学病院における偏性嫌気性菌血症例の臨床的検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集

会合同学会プログラム・抄録集97回・71回 : O-086, 2023.

中尾　匠, 小佐井康介, 太田賢治, 加勢田富士子, 坂本　啓, 泉川公一, 迎　寛, 柳原克紀：当院における肺炎球菌感

染症の微生物学的・臨床的解析. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログ

ラム・抄録集97回・71回 : O-256, 2023.

加勢田富士子, 太田賢治, 小佐井康介, 坂本　啓, 柳原克紀：MRSA流行株の変化と接着因子(細胞壁蛋白)との関連

に関する検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集97
回・71回 : O-276, 2023.

菊地勝太, 小佐井康介, 太田賢治, 加勢田富士子, 坂本　啓, 柳原克紀：rmpA遺伝子を有する肺炎桿菌による血流感

染症の分子疫学的・臨床的特徴. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログ

ラム・抄録集97回・71回 : O-306, 2023.

柳原克紀：スポーツ大規模イベントでの感染予防対策　Tokyo2020オリンピックにおける検査の活用. 日本環境

感染学会総会プログラム・抄録集38回  : 165, 2023.

小佐井康介, 柳原克紀：薬剤耐性菌に対する新しい抗菌薬と微生物検査. 日本環境感染学会総会プログラム・抄

録集38回  : 232, 2023.

緒方　凌, 芦澤信之, 太田賢治, 花田沙都子, 柿内聡志, 岩永直樹, 藤田あゆみ, 田代将人, 高園貴弘, 田中健之, 寺坂

陽子, 古本朗嗣, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：当院における免疫不全患者28人でのCOVID-19の感染性の解析. 日
本環境感染学会総会プログラム・抄録集38回 : 269, 2023.

加勢田富士子, 小佐井康介, 柳原克紀, 吉田麻衣子, 臼井哲也, 佐々木大介, 長谷川寛雄, 三浦清徳：長崎県HTLV-1
母子感染防止事業の結果解析. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集38回  : 384, 2023.

芦澤博貴, 岩永直樹, 伊藤裕也, 芦澤信之, 武田和明, 高園貴弘, 内藤真理子, 田中義正, 泉川公一, 柳原克紀, 迎
寛：Prevotella intermediaがStreptococcus spp.による肺炎を増悪させる機序の探索. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌

53(1): 25, 2023.

古賀　哲, 高園貴弘, 城戸貴志, 村松圭司, 得津　慶, 時任高諄, 奥野大輔, 坂 憲穂, 矢寺和博, 泉川公一, 柳原克紀, 藤
野善久, 伏見清秀, 松田晋哉, 迎　寛：DPCデータベースを用いた誤嚥性肺炎入院患者におけるClostridium difficile
感染症発症リスク因子の検討. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌 53(1): 28, 2023.

森　沙耶香, 永井　豊, 竹田知広, 鶴田一人, 柳原克紀, 近藤　弘：国際調和プロトコルによる新鮮血液への値付け

測定の収束性評価(白血球分類). 日本検査血液学会雑誌 24: S192, 2023.
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竹田知広, 永井　豊, 森　沙耶香, 鶴田一人, 柳原克紀, 近藤　弘：国際調和プロトコルによる新鮮血液への値付け

測定の収束性評価(網赤血球比率). 日本検査血液学会雑誌 24: S192, 2023.

芦澤博貴, 岩永直樹, 伊藤裕也, 芦澤信之, 武田和明, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：呼吸器感染症　診

断・病態・治療　Prevotella intermediaによる肺炎増悪の機序の解明. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 173, 2023.

森尾瞭介, 高園貴弘, 泉川公一, 柳原克紀, 須山尚史, 迎　寛：COVID-19患者におけるAdvance care Planningの実践

状況とその課題. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 307, 2023.

柳原克紀, Strezova A., D-Domingo J., Shawafi K., Tinoco J., Shi M., Pirrotta P., M-Omari A.：アジュバント添加組換

え帯状疱疹ワクチン(RZV)の長期予防効果　初回接種から約10年後の有効性,免疫原性,安全性の中間解析(アン

コール演題). 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 346, 2023.

宮田　潤, 山梨啓友, 延末謙一, 本多由起子, 清水悠路, 嵩　義則, 北岡　隆, 柳原克紀, 青柳　潔, 川上　純, 前田隆

浩：HTLV-1高浸淫地域住民におけるぶどう膜炎発症の実態調査　Nagasaki Islands Study. 日本公衆衛生学会総会

抄録集82回  : 300, 2023.

川元康嗣, 小佐井康介, 柳原克紀：感染症診断の新しい技術　赤外分光法を応用した薬剤耐性菌のタイピング. 日
本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 147, 2023.

太田賢治, 柳原克紀：経時的なグラム染色は治療方針に貢献するのか　経時的なグラム染色は治療に貢献するか

治療に貢献するために報告すべきこと. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 154, 2023.

柳原克紀：抗菌薬の適正使用に向けた血液培養検査の活用. 日本集中治療医学会雑誌 30(Suppl.1): S888, 2023.

河田宗一郎, 森本心平, 小佐井康介, 中嶋有美子, 森永芳智, 柳原克紀, 吉田 レイミント, 森内浩幸：長崎県島原市の

市中乳幼児における薬剤耐性腸内細菌保菌率調査. 日本小児感染症学会総会・学術集会プログラム・抄録集55回
: 121, 2023.

柳原克紀：感染症検査の現状と展望　With/afterコロナ時代の役割を考える. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 9,
2023.

赤松紀彦, 柳原克紀：薬剤耐性(AMR)対策～2023年の提言を踏まえて～　当院における薬剤耐性菌検査の現状と

課題. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 66, 2023.

中尾　匠, 小佐井康介, 川元康嗣, 太田賢治, 加勢田富士子, 柳原克紀：赤外分光法を用いた肺炎球菌タイピング.
日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 147, 2023.

菊地勝太, 太田賢治, 佐々木大介, 加勢田富士子, 小佐井康介, 長谷川寛雄, 柳原克紀：肺炎球菌性肺炎マウスモデ

ルにおける尿中抗原量と肺炎重症度の比較、抗菌薬治療の評価. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 172, 2023.

加勢田富士子, 村田美香, 太田賢治, 小佐井康介, 長谷川寛雄, 柳原克紀：MRSA流行株の変化と接着因子(細胞壁結

合蛋白)との関連に関する検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 201, 2023.

跡上 直, 長谷川寛雄：貧血検査の線形的時系列評価で必要となる検査値の等分散化変数変換尺度に関する基礎的

検討. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 274, 2023.

柴多　渉, 小澤大樹, 今井　悠, 遠藤史郎, 渡部祐司, 小佐康介, 川元康嗣, 杉本典彦, 上原啓嗣, 金光敬二, 矢野寿一,
賀来満夫, 関　雅文, 柳原克紀, 掛屋　弘：感染症診断の新しい技術　PCR/核酸クロマトグラフィー法を用いた血

流感染症の診断. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 147, 2023.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.217 5.833 0.629 3.667

総計

0 1 19 20 4 23 62

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

B-b
学会

合計

合計 総計

2023 29 0 0 0 6 2235 4 10 6 0

A-b B-b B-c B-d B-eA-d 合計 B-a

2023

2023

106 126

A-c

109

161

論文数一覧

A-a A-e SCI

2023

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

67.700

89

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

11.283 3.077

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

赤松紀彦, 柳原克紀：ポストコロナ遺伝子検査機器の特徴と利用法. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 194,
2023.

柳原克紀：臨床で求められる微生物学検査と治療最適化への運用・今後の展望　適正治療につながる薬剤耐性

遺伝子の検出. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1): 213, 2023.

小玉陽菜, 太田賢治, 川元康嗣, 赤松紀彦, 佐々木大介, 加勢田富士子, 小佐井康介, 森田公一, 柳原克紀：軽症

COVID-19患者におけるルミラ抗原検査のSARS-CoV-2感染性評価の検討. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1):
241, 2023.

森尾瞭介, 高園貴弘, 福島光基, 須山尚史, 泉川卓也, 泉川公一, 柳原克紀, 迎　寛：高齢COVID-19入院患者におけ

るAdvance care planningの実践状況と課題. 日本老年医学会雑誌 60(Suppl): 160, 2023.

瀬戸口大地, 武田和明, 伊藤裕也, 芦澤信之, 井出昇太郎, 岩永直樹, 高園貴弘, 石本裕士, 迎 寛, 泉川公一, 柳原克

紀：超音波気管支鏡ガイド下生検(EBUS-TBNA)および椎体の腫瘍生検によって診断したメトトレキサート関連

リンパ増殖性疾患(MTX-LPD)の1例. 肺癌 63(3): 236, 2023.

12


